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日本ヒルズ・コルゲート株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役：ジョイ クレメンチック、

以下 日本ヒルズ）では、2008年に引き続き、全国の獣医師 712名にご協力いただき、臨床の現

場から見た犬・猫の肥満についてのアンケートを実施しました。集計結果については、下記をご

参照ください。 

 

 

【集計結果】 

 

 

Q.1 ペットの肥満は数年前（5～6年前）と比べ、増加していると思われますか？ 

 

前回（2008 年）の調査では「ペットの肥満が増加している」と回答した人は 67.6％でしたが、今

回の調査では 5.1ポイント下がり 62.5％でした。この結果より、5年経った現在も、依然としてペッ

トの肥満が増加傾向にあると感じている獣医師が全体の半数以上となりました。【データ 1】参照 

 

 

Q.2 来院されるペット（犬・猫）のうち、「肥満（BCS※ 4/5以上）」と診断されるのは、

どれくらいの割合ですか？ 

 

動物病院に来院する犬の肥満率は、「1 割～3 割」と回答する獣医師が最も多く、半数近くの

46.2%に達しました。猫の場合も、「1割～3割」と答えた獣医師が最も多く、44％を占めています。 

また、2008 年と 2013 年を比較すると、目立った変化はなく、5 年前の傾向とほぼ同様でした。 

【データ 2】参照 

※ボディコンディションスコア：目視と触診による皮下脂肪のつき方からペットの体型を５段階で評価する方法 

 

 

Q.3 肥満と診断された犬・猫オーナーのうち、ペットの肥満を認識している方は、どれ

くらいの割合ですか？ 

 

 自分のペットの肥満状態を「ほとんど認識していない（＝10％以下）」オーナーは、犬の場合

7.4％、猫は 10.3％という結果が出ました。猫のほうが“ぽっちゃり”を容認しているオーナーが多

いようです。肥満認識率の平均値も、犬オーナーの場合は 54.7％に対し、猫オーナーは 6.4 ポイ
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ント低い 48.3%にとどまりました。この結果からも、猫のほうが肥満を容認されている傾向がうか

がえます。 

また、前回調査との比較では、肥満を認識している犬・猫オーナーの「71％以上」の項目で

11.8 ポイントの増加傾向がみられます。このことから、ペットの肥満に対し、ペットオーナーの意

識が高まっていることが伺えます。 【データ 3】参照 

 

 

Q.4 肥満予防・減量指導の際に重要だと思われることは何でしょうか？ 

（※複数回答） 

 

 「食事管理」、「家族の協力」、「運動」、「病院のサポート」など、すべてがペットの肥満予防に

は重要なことですが、中でも重要なこととして「食事管理」は 42.8%に挙げられています。可愛いペ

ットにフードをねだられてしまうと“可哀相”に見えてしまい、ついついフードの量を与えすぎてしま

ったり、回数が多くなってしまったり。こんな経験がペットの肥満に直結しているようです。また、フ

ードの量や回数を守ることは、「家族の協力」が必要とのことから、36.3％と次点に重要と回答さ

れています。 【データ 4】参照 

 

 

Q.5 肥満に関連すると思われる疾患名をご記入ください。 

 

 肥満に関連すると思われる疾患として、犬の場合は「関節疾患」、猫の場合は「内分泌疾患」が

あげられました。その他上位にランクする疾患も、犬猫ほぼ同様の結果となりました。 【データ 5】

参照 

 

 



【データ 1】 ペットの肥満は数年前（5～6年前）と比べ、増加していると思われますか？ （％） 

■2013年調査     ■2008年調査 

 

 

【データ 2】 来院されるペット（犬・猫）のうち、「肥満」と診断されるのは、どのくらいの割合です

か？ （％） 

 

■犬の場合     ■猫の場合 

 

 

■犬の場合（前回調査との比較）   ■猫の場合（前回調査との比較） 
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【データ 3】 肥満と診断された犬・猫オーナーのうち、ペットの肥満を認識している方は、どのくらい

の割合ですか？ （％） 

 

■犬の場合     ■猫の場合 

 

 

■前回調査との比較 

 

 

 

【データ 4】 肥満予防・減量指導の際に重要だと思われることは何でしょうか？ （％） 
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【データ 5】 肥満に関連すると思われる疾患名をご記入ください。 （上位より表記） 

 

 犬の疾患 猫の疾患 

1 関節疾患 内分泌疾患 

2 内分泌疾患 肝疾患 

3 心疾患 関節疾患 

4 皮膚疾患 泌尿器系疾患 

5 肝疾患 心疾患 

6 呼吸器疾患 皮膚疾患 

7 高脂血症 膵炎 

8 膵炎 腎疾患 

9 腫瘍 便秘 

10 - 高脂血症 

 

 

【調査概要】 

 

■調査目的： 獣医師から見た「ペットの肥満」のトレンド調査 

■調査対象： 獣医師 

■調査地域： 日本全国 

■抽出方法： ヒルズファックス／メールサービスに登録の全国動物病院 

■調査方法： FAX、Web、当社主催の「春の学術講演会」にて配布 

■有効回答数： 712件 

■実施期間： 2013年 1月 24日～31日、及び 2月 1日（学術講演会東京会場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本資料に関する報道関係からのお問合せ◆ 

日本ヒルズ・コルゲート株式会社 

マーケティング本部 広報部 郭（カク）／岡崎 

TEL：03-5275-1639 ／ FAX：03-5275-1640 

〒102-0084 東京都千代田区二番町 5-25 

■当社製品のお問い合わせ■ 

お客様相談室 

0120-211-311  

日本ヒルズ・コルゲート ホームページ 

http://www.hills.co.jp/ 


